
進
捗
状
況
説
明

・スキルが向上した受講者の割合80％以上を達成している。育成した工芸事業者は当初計画のカリキュラムを履修し、終了後
の自走化が図られた。

－

実　績 － －

82.6％ 82.6％ －

達
成
状
況
説
明

・人材育成については工芸事業者育成コースで12名、伝統工芸技術活用コースで10名、２コースの合計で22名がカリキュラム
を修了した。また、上記コースの教材として活用する工芸ソフト情報について300点を整備しており、共に当初目標を達成して
いる。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（３０年度）
H28年度 H29年度

目　標 －

H30年度 目標値

スキルが向上した受講者の割合：80％以上
目　標 80％以上 80％以上 －

実　績

実　績

工芸ソフト情報の整備、蓄積　300点／年
目　標 300点

実　績

予算の状況の説明
・予算額は人材育成に係る委託料、旅費等事務費等を計上したものである。
・執行率は94.7％であり、執行残額は委託業務の旅費、需用費等の効率化によるものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）
達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

工芸事業者育成コース　12名／年
伝統工芸技術活用コース　10名／年

目　標 22名

実　績 22名

300点

目　標

執行率（％）(B/A) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 94.7%

Ｃ．次年度繰越額 0 0 0

うち交付金充当額 14,324

Ｂ．執行済額 17,906

18,899

Ａ．計(b+d) 0 0 0 0 18,899

(d)前年度繰越額

(a)当初予算額 18,899

実施方法  　 ■直接実施　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

　H28年度 H28年度（繰越） H29年度 H29年度（繰越） H30年度

予
算
の
状
況

(c)増減額(b-a) 0 0 0 0 0

(b)予算現額

事業内容
・県内工芸事業者を対象に、製品開発力を向上させる「工芸事業者育成コース」及び二次加工技術力を向上させる「伝統工芸技術活
用コース」を実施する。両コースにおいて、基礎情報としてカリキュラムで使用する教材データ整備する、

効果発現年度 　　■当年度　　　　　□後年度（　　　　年度）

商工労働部　ものづくり振興課
事業実施

（予定）年度
H30 ～ R2

H30-No.134

平成30年度沖縄振興特別推進交付金事業（県分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

134 アクティブラーニング型工芸事業力養成事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（５）－イ

伝統工芸品等を活用した感
性型ものづくり産業の振興

担当部課名 年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－１－（４）
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受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○委託先は企画競争で事業計画、組織実績等を勘案
した上で選定。委託経費の選定方法は妥当であった
と考えている。
○予算規模は事業内容に見合ったものであり、妥当と
考える。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○

0

うち県
負担金

うち市町村
負担金

その他

17,906 17,906 14,324 0 3,582

今後の取り組み方針

・事業は適切に執行され、当初目標を達成しており、長期的には令和２年に供用が開始される「沖縄工芸産業拠点施設（仮称）」における工芸事業者
支援を見据え、カリキュラムの改善、改良を重ねていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象外
経費

うち交付金
充当額

H30-No.134

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・織物、陶芸など様々な分野の工芸事業者が受講するため、個々の技術
課題の対応に追われがちとなっており、本事業で目指す「事業力」の養成
が弱くなる傾向がある。

・アクティブアーニングは全国的にも徐々に採用、普及が進んでおり、参
考にすべき事例を調査し、よい点を本事業に取り込むことが求められる。

・カリキュラムを単元ごとに見直し、各回の習得内容、目標を明確に整
理し、実施することが求められる。委託先への指導を行う。

・WEBによる情報収集、先進地への聞き取り調査などを実施し、改善
点の取り組みを図る。

沖縄県

交付対象事業費

17,906千円

（委託料）

17,721千

特定非営利活動法人
沖縄県工芸産業協働センター

17,721千円

（事務費）

185千円

［アクティブラーニング型工芸事業力養成事業］沖縄県

交付対象事業費

17,906千円

（委託料）

17,721千

（事務費）

185千円

［アクティブラーニング型工芸事業力養成事業］

- 2 -



進
捗
状
況
説
明

　来場者数は、目標60,000人に対して、実績は59,984人となり、目標未達となっている。理由として９月以降の悪天候のため来
場者数が減ったため。
　取材メディア数については、目標10件に対して実績は14件と目標を達成している。

実　績

目　標

－

実　績 － 8件 14件 14件 －

－ 56,048人 65,598人 59,984人 －

達
成
状
況
説
明

　常設展示販売場は沖縄県物産公社へ業務委託で実施している。
　平成30年度は製作実演・体験等の企画展を10回実施。（夏ゆかたきもの、織物展、三線祭り、琉球ガラス、やちむん展等）
　活動実績は、目標どおり常設展示場を設置運営し、製作実演・制作体験等の企画展を数多く実施したことから達成とする。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標） 基準値 H28年度 H29年度

取材メディア（TV、新聞、雑誌等）
目　標 － 10件 10件

H30年度 目標値

来場者数
目　標 － 45,000人 50,000人 60,000人 －

実　績

10件

②製作実演・体験イベントの開催
目　標 4回 6回 6回 6回

実　績 4回 9回 11回

予算の状況の説明
　予算額は、常設展示場の運営等及び展示会出展に係る委託料、旅費等を計上したもの。
　執行率は99.8％であり、概ね計画的に執行できた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）
達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

①常設展示・販売場の運営
目　標

常設展示・販売場
の運営

常設展示・販売場
の運営

常設展示・販売場
の運営

常設展示・販売場
の運営

実　績
常設展示・販売場
の運営

常設展示・販売場
の運営

常設展示・販売場
の運営

常設展示・販売場
の運営

10回

執行率（％）(B/A) 95.2% #DIV/0! 96.4% #DIV/0! 99.8%

Ｃ．次年度繰越額 0 0 0

うち交付金充当額 42,724 51,694 30,463

Ｂ．執行済額 53,406 64,619 38,079

67,020 38,138

Ａ．計(b+d) 56,110 0 67,020 0 38,138

(d)前年度繰越額

(a)当初予算額 56,110 67,020 38,138

実施方法  　 □直接実施　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

　H28年度 H28年度（繰越） H29年度 H29年度（繰越） H30年度

予
算
の
状
況

(c)増減額(b-a) 0 0 0 0 0

(b)予算現額 56,110

事業内容
　効果的な本県工芸品の宣伝を行うため、首都圏のアンテナショップに高価格帯の工芸品の常設展示・販売拠点を設置し、展示・販売
を行うとともに、首都圏のアンテナショップにおいて、工芸職人の派遣による製作実演や制作体験等の企画展を開催する。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　□後年度（　　　　年度）

商工労働部　ものづくり振興課
事業実施

（予定）年度
H26 ～ H30

H30-No.135

平成30年度沖縄振興特別推進交付金事業（県分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

135 工芸・ファッション産業宣伝普及事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（５）－イ

伝統工芸品等を活用した感
性型ものづくり産業の振興

担当部課名 年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－３－（２）
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受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託事業者はH26に公募型プロポーザルにより選
定し常設展の運営を続け、H30は事業評価検討委員
会により継続審査（適合性、計画性、継続性、将来性）
を行い選定した。
○費目、使途については、事業目的達成の観点から
必要な物か等について額の確定時において支出等に
関する書類により確認。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○

0

うち県
負担金

うち市町村
負担金

その他

38,079 38,079 30,463 7,616 0 0

今後の取り組み方針

　受託者は、事業終了後も本県の工芸産業の認知度向上を図られるよう、店舗内に継続して本県工芸品を取り扱い、企画展を行う舞台等の設置や改
めて商品選定を検討し、来客促進に効果的な店舗レイアウトへ変更するとともに、工芸に係る企画展を引き続き実施する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象外
経費

うち交付金
充当額

H30-No.135

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　来場者をふやし認知度向上を図るために、展示販売等による店舗運営
のほかに、伝統工芸等を活用した企画の工夫が必要となる。

　これまで例年開催している三線まつりや、やちむん展を継続開催しつ
つ、集客力や話題性を重視し、企画展として取り組んでいない新たな
商品等を企画し、来客促進効果の高い企画展を行う。

沖縄県

交付対象
事業費
38,079
千円

委託料37,880千円
受託者

株式会社沖縄県物産公社
（実績：37,880千円）

旅費事務費
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進
捗
状
況
説
明

・文化財調査は、平成30年6月から開始し、平成31年2月に完了したことにより、成果目標を達成した。

・実施設計及び展示設計は、用地取得完了が平成28年３月となったため平成29年度に繰り越して実施した。

実　績
実施設計及び展
示設計の実施

－

【H29以前の成果目標】
　実施設計及び展示設計の実施

目　標
実施設計及び展
示設計の実施

－

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）

実　績

埋蔵文化財発掘
調査の完了

目　標
埋蔵文化財発掘

調査の完了

実　績

①延べ 2,000人
②延べ36,000人【Ｒ４年度成果目標】

　①工芸産業従事者の施設利用者数
　②施設の年間総利用者数

目　標

目標値
（R４年度）

予算の状況の説明
・予算額は、埋蔵文化財発掘調査委託料を計上したところであり、予算額が皆増となっているのは、前年度は
繰越予算のみで当初予算の計上がなかったことによる。
・執行率は97.3%で、概ね計画的に執行できた。

基準値
（○○年度）

H28年度 H29年度 H30年度

埋蔵文化財発掘調査の完了

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

埋蔵文化財発掘調査の実施

目　標
埋蔵文化財発掘
調査の実施

実　績
埋蔵文化財発掘
調査の実施

達
成
状
況
説
明

・文化財調査は、施設建設地が所在する豊見城市に委託して実施し、目標を達成した。

執行率（％）(B/A) 0.0% 91.5% #DIV/0! #DIV/0! 97.3%

Ｃ．次年度繰越額 123,709 0 0 0 0

うち交付金充当額 0 90,598 0 0 16,406

Ｂ．執行済額 0 113,243 0 0 20,508

－ 0 0 21,078

Ａ．計(b+d) 123,709 123,709 0 0 21,078

(d)前年度繰越額 － 123,709 － － －

(a)当初予算額 150,791 － 0 0 21,078

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

　H28年度 H28年度（繰越） H29年度 H29年度（繰越） H30年度

予
算
の
状
況

(c)増減額(b-a) ▲ 27,082 － 0 0 0

(b)予算現額 123,709

事業内容
本県工芸産業の振興発展のため、技術や技法の高度化、市場ニーズに対応した製品開発、工芸分野の起業家の育成などを推進す
るとともに、作り手と消費者の交流や工芸品をPRする場として「沖縄工芸産業振興拠点施設(仮称）」を整備する。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　□後年度（　　　　年度）

　商工労働部　ものづくり振興課
事業実施

（予定）年度
H26 ～ R3

H29-No.141

平成30年度沖縄振興特別推進交付金事業（県分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

141 　沖縄工芸産業振興拠点施設（仮称）整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（５）－イ

伝統工芸品等を活用した感
性型ものづくり産業の振興

担当部課名
年
度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３ー（２）
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受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○埋蔵文化財の所在・範囲の把握は市町村が行うこ
とされていることから、委託先は妥当であったと考えて
いる。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必
要なものなのか等について額の確定時において支出
等に関する書類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○

2,691

うち県
負担金

うち市町村
負担金

その他

23,199 20,508 16,406 4,102 0 0

今後の取り組み方針

・施設の設置及び管理に関する条例の制定や指定管理者の選定のための作業を進め、関係部署との調整を行っていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象外
経費

うち交付金
充当額

H29-No.141

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・令和元年度から建築工事を開始することから、令和３年度末の供用開
始予定となった。

・令和３年度末の供用開始に向けて、施設を設置・管理運営するため
の条例等を制定する必要がある。

沖縄県

交付対象
事業費

20,508千円

委託料
20,508千円

豊見城市
20,508千円
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